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[主張]　汪政權の成立[footnoteRef:1] [1:  この文章は単行本『同胞に寄す』に収録されていない。この文章は一部「わかちがき」] 


　汪 (おう)政 (せい)權 (けん)の成 (せい)立 (りつ)なんて いふことばは、不 (ふ)穩 (おん)當 (とう)である。新 (しん)支 (し)那 (な)の誕 (たん)生 (ぜう)と言 (い)つて見 (み)ても 當 (あた)らない。更 (こう)生 (せい)中 (ちう)華 (くわ)民 (みん)國 (こく)の 南 (なん)京 (きん)還 (くわん)都 (と)とでも言 (い)ふべきか。或 (あるひ)は、この三つを合 (ら)はせて考 (かんが)へるのが、もつとも適切 (てきせつ)で あるかも知 (し)れぬ。いづれにしても、誠 (まこと)に喜 (よろこ)ばしいことで お芽出度 (めでた)いことである。單 (たん)に友 (ゆう)邦 (ほう)中 (ちう)華 (くわ)民 (みん)國 (こく)のために 喜 (よろこ)ぶのでもなく、はたまた三年 (ねん)近 (ちか)く多 (た)數 (すう)の生 (せい)命 (めい)と財 (ざい)力 (りよく)とを、犠 (ぎ)牲 (せい)にして 戰 (たたか)つた帝 (てい)国 (こく)のために 喜 (よろこ)ぶだけではない、實 (じつ)にアジア全體 (ぜんたい)のために、延 (ひ)いては 世 (せ)界 (かい)人 (じん)類 (るい)のために喜 (よろこ)ぶべきことである。
　若 (も)し汪精 (せい)衛 (えい)氏 (し)にして 立 (た)たなかつたならば、東 (とう)亞 (あ)の不 (ふ)幸 (こう)は 如 (い)何 (か)に大 (おほ)きかつたことであらう。同 (どう)憂 (ゆう)俱 (ぐ)眼 (がん)の士 (し)に呼 (よ)びかけた、近 (この)衛 (え)聲 (こえ)明 (めい)を信 (しん)じ 之 (これ)に應へて、汪精 (せい)衛 (えい)氏 (し)の如 (ごと)き有 (ゆう)力 (りよく)なる志 (し)士 (し)が 敢 (かん)然 (ぜん)立 (た)ち上 (あ)がつたればこそ、こゝに 東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の基 (き)礎 (そ)の定 (てい)礎 (そ)式 (しき)を壽 (ことほ)ぐ日 (ひ)は來 (き)たのだ。この際 (さい)汪氏 (し)を中心 (ちうしん)とした、中 (ちう)華 (くわ)民 (みん)國 (こく)の同 (どう)憂 (ゆう)俱 (ぐ)眼 (がん)の士 (し)に 滿腔 (まんこう)の感謝 (かんしや)を捧 (ささ)げると同時 (どうじ)に、未 (いま)だに、太陽 (たいよう)に向 (むか)つて 弓を射る迷夢 (めいむ)から醒 (さ)めずに、蒼生 (そうせい)を塗炭 (とたん)に陥 (おとしい)れつゝあるところの、蔣介石 (かいせき)一派 (ぱ)の反 (はん)省 (せい)を 促 (うなが)さざるを得 (え)ない。
　東亞人 (とうあじん)の東亞 (とうあ)、東亞獨 (とうあどく)特 (とく)の仁義 (じんぎ)の 精神 (せいしん)にて治 (おさ)めらるゝ東亞 (とうあ)の 建設 (けんせつ)の完了 (くわんれう)するまで、帝 (てい)國 (こく)の抜 (ぬ)いた劔 (つるぎ)は決 (けつ)して決して鞘 (さや)には 戻 (もど)らぬ筈 (はず)である。この戰 (たたかひ)は、英 (えい)米人 (べいじん)が邪推 (じやすい)する如 (ごと)き、侵略 (しんりやく)を目的 (もくてき)とするのではないことは、非 (ひ)併 (へい)合 (ごう)、非 (ひ)賠 (ばい)償 (しやう)の近 (この)衛 (え)聲 (せい)明 (めい)と、相俟 (あいま)つて それが實 (じつ)現 (げん)たる汪政權 (せいけん)の成立 (せいりつ)によつて 明 (あき)らかである。この戰爭 (せんそう)は、理想 (りそう)の戰爭 (せんそう)だ。帝國 (ていこく)の建國 (けんこく)の大精 (だいせい)神 (しん)たる八紘一宇 (う)といふ 國 (こく)家 (か)目 (もく)的 (てき)のための戰 (せん)爭 (そう)だ。かるが故 (ゆえ)に 帝國側 (ていこくがわ)には妥協 (だけう)と いふものもなければ、讓 (ぜう)歩 (ほ)といふものもないのだ。英米佛 (えいべいふつ)が 束 (たば)になつて來 (き)ても、一歩 (ぽ)も後 (うしろ)へ 退 (ひ)くことはないのだ。唯 (た)だ決然 (けつぜん)として、すべての邪 (じゃ)魔 (ま)立 (だ)てする魔 (ま)力 (りよく)を 破 (は)砕 (さい)することあるのみである。
　新 (しん)生 (せい)國 (こく)民 (みん)政 (せい)府 (ふ)の 南 (なん)京 (きん)還 (くわん)都 (と)の盛 (せい)儀 (ぎ)を祝 (いわ)ふにあたり、國 (こく)民 (みん)は一層 (そう)長 (ちやう)期 (き)戰 (せん)爭 (そう)、長 (ちやう)期 (き)建 (けん)設 (せつ)の 大 (だい)決 (けつ)心 (しん)の臍 (へそ)を固 (かた)めなければならぬ。輝 (かがや)かしき 祖 (そ)国 (こく)の久 (く)遠 (おん)の大 (だい)理 (り)想 (そう)に感 (かん)激 (げき)しつゝ 己 (おのれ)をそれに化 (か)し、而 (しか)して、この理 (り)想 (そう)の實 (じつ)現 (げん)のため、信 (しん)愛 (あい)協 (けう)力 (りよく)して 總 (そう)親 (しん)和 (わ)の態勢 (たいせい)を固 (かた)め、あらゆる困苦 (こんく)と 犠 (ぎ)牲 (せい)に喜 (よろこ)んで耐 (た)へる精神 (せいしん)を鍛 (きた)えねばならない。
　殊 (こと)にわが朝 (てう)鮮 (せん)は愈 (いよ)々兵 (へい)站 (たん)基 (き)地 (ち)の 重 (じう)要 (よう)性 (せい)が加 (か)速 (そく)度 (ど)的 (てき)に加 (くわ)はつて來 (く)るのだ。單 (たん)に地理的 (ちりてき)に、産 (さん)業 (げう)的 (てき)にさうであるばかりでなく、行 (ゆ)く行 (ゆ)くは人 (じん)的 (てき)にも重 (じう)大 (だい)な使 (し)命 (めい)が負 (お)はされることを 豫期 (よき)されてゐる。朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)たるもの、この國 (こく)家 (か)の、大 (だい)非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に際 (さい)して、宜 (よろ)しく粉 (ふん)骨 (こつ)砕 (さい)身 (しん)、盡 (じん)忠 (ちう)報 (ほう)國 (こく)の精 (せい)神 (しん)を発 (はつ)揮 (き)せねばならない。實 (じつ)にこれは千載 (さい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)であつて、朝鮮 (てうせん)民衆 (みんしう)のために、もつとも榮 (えい)譽 (よ)ある時 (じ)期 (き)であることを自 (じ)覺 (かく)せねばならぬ。
　友 (いう)邦 (ほう)更 (こう)生 (せい)中 (ちう)華 (くわ)民 (みん)國 (こく)の將 (しやう)來を祝 (しゆく)福 (ふく)すると 同 (どう)時 (じ)に、吾 (われ)々國 (こく)民 (みん)自 (じ)身 (しん)の反 (はん)省 (せい)奮 (ふん)起 (き)を叫 (さけ)ばう。
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